
みんなの広場

消防団員入団式・初任者（新入団員）訓練

地域を守る消防団として歩みをスタート

６月１日、市民センターで消防団の入団式が行われまし

た。新たに 44 人が加わり、これで総団員数は 886 人に

なりました。この日は長年消防団員として活動してきた

退職者に感謝状が贈られ、また、消防団と連携して地域

防災体制の充実を進める事業所として、総務省消防庁消

防団協力事業所に認定された、株式会社奈雅井（山代町）

に認定交付書が伝達されました。６月４日、新入団員は

早速、厳正で規律正しい部隊活動を行うために必要な整

列・敬礼といった基礎的な動作などの訓練を行いました。

6.4

↑�指揮者の号令で整列する新入団員たち

第 32 回どっちゃん祭り

どっちゃん行ってもにぎわった伝統の祭り

コロナ禍で中止や規模を縮小して行われていたどっち

ゃん祭りが４年ぶりに開催され、約３万人の人出でに

ぎわいました。浜町交差点に設けられた特設ステー

ジでは、警察音楽隊や伊万里太鼓の演奏、幅広い年

齢の人たちによる迫力あるダンスなどが会場を盛り

上げました。また、伊万里市在住タレントの石本愛さ

んとサガテレビアナウンサーの平川邦明さんが司会

を務めたほか、抽選会や総踊り、勇壮で華麗な女みこ

しなどがあり、祭りは盛況のうちに幕を閉じました。

↑�学校の垣根を越えて一緒に演奏を披露する伊万里中学校と
啓成中学校の吹奏楽部員

↑�二人とも伊万里育ちなことも相まって絶妙な掛けあいを披
露した石本さん（左から２人目）と平川さん（同１人目）

5.28

↑�ねじり鉢巻きに法
はっ

被
ぴ

姿の女性たちが演じた合戦に会場から
は大きな拍手が送られていました

市防災講演会

地域で支え合うため防災力向上を目指して

市民センターで市防災講演会が行われ、地区防災委員な

ど多くの人が参加しました。講演会では、まず佐賀地方

気象台の林
はやし

洋
よう

一
いち

さんが最新の防災気象情報の利用方法な

どをわかりやすく説明しました。次に、大分大学防災

コーディネーターの板
いた

井
い

幸
ゆき

則
のり

さんが『災害の教訓とコ

ミュニティの重要性！〜率先避難者になるために〜』と

題し、東日本大震災で被災した釜石市で大分県緊急消防

援助隊の一員として活動した自身の経験をもとに、災

害への備え方や心構えについて詳しく話をしました。

6.4

↑�災害の恐ろしさやリスクへの理解を深め、災害を自分のこ
ととして捉えることが重要だと講演した板井幸則さん
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